
第４学年算数科学習指導案 

                                    平成20年 1月30日（水） 

男子4名 女子6名 計１０名 

指導者  落口 美幸 

１．題材名  「式と計算」 

２．題材について 

 （１）題材の位置とねらい 

   これまで子どもたちは，整数の加法・減法については，演算の意味を学習し3位数同士の計算や加法の交換

法則，結合法則について学んできている。また整数の乗法については，２位数，３位数に2位数をかける計算

や乗法の交換法則，結合法則，乗数の増減と積の変化の関係についても学んできている。さらに第４学年で除

法についてその意味を理解するとともに 1，２位数でわる計算ができるようになってきており，整数の四則計

算が一応完成している。また，四則の混合した式や，（ ）を使った式についていくらか学習してきており，

四則の意味や計算のきまりなどそれぞれの四則に成り立つ性質についても随時理解し積み上げてきている。 

   そこで本題材では，四則の混合した式や，（ ）を用いた式の計算に慣れさせるだけでなく，数量の関係を

四則の混合した式や（ ）を用いた式に表したり，１つの式に表された式をよんだりしながら，総合式のよさ

に気づかせ適切に用いることができるようにしていきたい。さらに，１つの数量を表すのに（ ）を用いるこ

とや，乗法・除法を用いて表された式が1つの数量を表すことを理解させていきたい。その際，いろいろな場

面や問題を式で表したり，式から場面や一般的な関係をよんだりしながら，式理解を深めていく。また，乗法・

除法を加法・減法より先に計算することや，（ ）の中を先に計算するなどのきまりがあることを明確にし、

具体的な場面と結びつけて理解させ，正しく計算できるように配慮していきたい。 

   なお，本題材で学習したことが第５学年では整数から小数へと拡張し，小数での計算法則へと発展していく。

また，さまざまな問題解決の場面において問題場面を１つの式に表したり，式から場面をよんだりすることへ

生かされていく。 

  

【関連図】 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１学年 「たしざん」「ひきざん」 

・ １位数＋１位数 （繰り上がりなし，繰り上がりあり） 

・ １位数―１位数 （繰り下がりなし，繰り下がりあり） 

・ ０の加法，０の減法 

第２学年 「たしざんの筆算」「ひきざんの筆算」 

・ ２位数＋（２，１位数）の筆算 

・ 加法の交換法則 

・ ２位数―（２，１位数）の筆算 

・ 加減の相互関係 

 

第１学年 

「たすのかな ひくのかな」 

・ 場面からの加減の演算

決定 

第２学年 「かけ算」 

・乗法の交換法則 

第３学年「たし算とひき算」 

・ ３位数＋（２，３位数） 

・ ３位数―（１～３位数） 

第３学年 「かけざんの筆算」 

・ 乗数の増減による積の変化 

・ 交換法則，結合法則 

・ ０の乗法，１０の乗法 

・ ２けたのかけ算 

第２学年 

「たし算とひき算（２）」 

・ 加減の相互関係 

・ テープ図を使った問

題解決 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）指導上の基本的な考え方 

  本題材では，数量の関係を１つの式（総合式）に表したり，それをよんだりすること，（ ）の意味や乗法，

除法を用いて表された式が１つの数量を表すことや計算の順番がわかること，また整数の結合法則や分配法則に

ついて理解させることを主なねらいとしている。 

「式は算数の言葉（文章）である。」と言われる。このイメージを大切にして式指導を行う必要がある。しかし，

「式に表すこと」はこれまでもよく指導されてきているが「式をよむこと」への配慮が浅く，子どもたちは式の  

重要性を十分に理解しているとは言えない。式は答えを出すための形式的な手段ぐらいにしか考えておらず，

式を見ると計算しなければいけないといった意識が子どもたちに強く育っている。そのため，式の理解や活用

が十分なされないといったような実態もみられる。「式をよむこと」の指導の重視が求められてきているのは，

式を算数の言葉（文章）としてとらえさせることの重要性を強調していると考えている。 

式を算数の言葉ととらえると， 

（ア）…式に表す（抽象化） 

（イ）…式をよむこと（事象化） 

（ウ）…式そのものの形式的な扱いによる処理の問題 

（エ）…式に表すことによって自分の考えをより発展させていく 

以上の４つの視点がある。小学校では，（ア）（イ）（ウ）が重用しされている。 

また，式にはもともと次のようなはたらきがある。 

① 式からそれに対応する具体的な場面をよむ。  

② 式の表す事柄や関係を一般化してよむ。 

③ 式にあてはまる数の範囲を拡張して発展的によむ   

④ 式から思考過程をよむ 

⑤ 数直線などのモデルと対応してよむ 

このような式指導の基本的な考え方をふまえながら，本題材の指導を考えていきたい。 

本校の子どもたちは，本題材の学習が終わった後でも「16＋4×8＝20×8＝160」とよく計算する。このつ

まずきの原因は，式を左から見ていく習慣が身についていること，ふだん総合式を用いて問題解決するのでは

なく分解式を使って解決していること，4×8をひとまとまりに見たり１つの数として見たりすることができな

いこと，などが考えられる。また，「12÷4＋9－2＝3＋9＝12－2＝10」のように表記する子どもも多く，等号

の意味や（ ）の必要性にも配慮した指導を行う必要がある。 

そこで，本題材では次のようなことに留意して指導していきたい。 

第３学年 「わり算」 

・ わり算の意味 

・ あまりのある除法の意味と計算 

第４学年 「１けた・２けたでわるわり算」 

・わり算の筆算 

第４学年 「式と計算」 

・ （ ）を用いた式の意味 

・ （ ）を含む計算の仕方 

・ 四則混合の計算順序の理解 

・ 式をよむ 

第５学年 「小数のかけ算」「小数のわり算」 

・ 計算法則 

・ 乗法・除法に関して成り立つ性質 

式 

(ウ) 

事 

象 

(ア) 

(イ) 

(エ) 



（１） 総合式にするよさを考えさせ，それを生かして総合式に表すことができるような指導を行いたい。総合

式のよさには，次のようなことが考えられる。 

① 式の構造を簡潔に表すことができる。 

② 計算の手順を見通すことができ，式から具体的な場面が想像できる。 

③ （ ）を用いて表すと計算が簡潔に処理できる場合がある。 

④ 途中の答えを求めなくても式に表すことができる。 

  分解式は思考の順序を１つ１つ確認しながら考える場合に適し，総合式は１つ１つを分析していく場合に大 

きな力を発揮する。そういう意味では，ある事象の数量関係を１つの式に簡潔に表し，その事象を「まとめ 

てみる」ことのよさが分かれば，総合式のよさをとらえていると言える。 

子どもにとって，問題の構造を見通せるようになってこそ，はじめて自ら総合式を用いるようになると考 

える。「問題を解くこと」と「問題を１つの式に表すこと」の違いを私たちが認識した上で，教材選択や題材

の構成のしかたを工夫したい。 

問題場面を総合式に表すための手がかりとして，「ことばの式」や「線分図」などがある。指導において子ど 

もの負担にならない程度に手がかりの指導を行う必要がある。特に「ことばの式」をうまく利用することは，

問題の数学的構造をとらえるのに便利であり，有効な手段であるように思われる。また，「線分図」のかき方

によって問題場面を多様な総合式に表現することもできるので利用したい。 

（２） 総合式のよさを感得するには，80＋6×8，（8＋6）×100，80×（8＋6）の違いが何であるかを理解で

きなければならない。つまり，式をよみ，それが意味する状況を識別できなければならない。そのためには，

等号や（ ）の用い方は，総合式の表し方やよみ方に関わって，その意味や必要性を感じ用いるようにさせ

なければならないと考えている。80＋6×8は本来論理的に考えると80＋（6×8）と表現しなければならな

いところだが，できるだけ分かりやすくするために，乗除先行といったルールをつくり，（ ）を省略するよ

うにする。つまり，誤解されない範囲で最低必要な（ ）とはどれかを判別できることが重要であると考え

る。 

（３） 四則混合式では，（ ）や乗除部分を１つの数量として見，先に計算することを具体的な場面と結びつけ 

て理解させ，計算のしかたを身につけさせていきたい。二段階構造や三段階構造の問題など，基本的な問題 

が確実に定着するようにしていきたい。特に，計算過程を順序よく式にかくことについては大切にしていき 

たい。 

（４） 500－（250＋180）を使って問題を作る学習も大切にしたい。１つの場面をさらに他の場面に拡大し 

ながら，問題場面への広がりを感じ取らせ，式をよむ指導を行いたい。さらに，問題づくりだけでなく， 

１つの式をどのようにみるか，友だちはどのように考えてこの式をつくったのかを考えさせる場を設定し 

て「式をよむ」指導を行いたい。教科書の指導にはないが，●のもようの数を工夫して数えた方法を，１ 

つの式に表したものをもとにして考えていきたい。 

（５） 8や9といった数を，4×2，3×3，10－2，10－1などのように多様な見方ができ25×8＝25×（4×2） 

＝（25×4）×2＝100×2＝200と考えたり，25×8＝25×（10－2）＝250－50＝200と考えたりするこ 

とができれば，自然と総合式のよさを感得できるのではないかと考える。１年生では10＝8＋2，10＝4＋ 

6などとして，10の合成分解に表現したり，２年生では，8×1＝2×4＝4×2＝1×8というような多様な 

表現に置き換えたりして，数や乗法の理解を深めてきている。このように，数あるいは式を多様に見るこ 

とを重視することは総合式のよさを活用しながら感得することにつながる。その上で総合式を利用するこ 

とによって，99×56＝（100－1）×56＝100×56－1×56のように計算の法則にしたがって式を変形し， 

計算の工夫をすることもできるようになると思われる。 

（６） 補充・深化・発展学習で，２つのコース課題選択学習にした。１つは，四則混合式の計算問題ができる 

ようになることを目指すコースと，決められた答えになるように，計算のきまりや（ ）を使ったり，＋， 

－，×，÷などの記号を使ったりして，いろいろ考え，数理のおもしろさに関心をもつことができるよう 

なコースを設定する。１つの問題から条件を変えながら，発展的に考えていく場にも広げていきたい。 

（７） ここの指導では，具体的な場面で，子どもたちに根拠をはっきりした話し合いをさせ，式に表したり，  

式の表す事象を読み取ったりすることができるようにしていく。そのような積み重ねの中で，論理的な考

え方や算数的表現力を育てていきたい。 

 

 

 



（３） ９ヵ年の学びの連続のために 

 中学校までの連続した学びとなるように，以下のことを大切にして指導にあたる。 

① 多様な見方で数量をとらえる。 

８は，２＋６や５＋３などのように数を多様な見方でとらえ，（ ）を使った総合式に表現させることで

分配法則を理解させ，活用する力を身につけさせたい。 

また，８＝２×４，４×２のようにいろいろな式で表せるが場面が違うことに気づかせ，式の理解を深め

ていきたい。 

  ② 具体的な問題場面をとらえ式に表したり，式をよんだりする。 

    具体的場面の解決の中で，子どもたちは式を答えを求める手段として考えがちで，（ ）や乗除先行のき

まりも単なる計算の順序として受けとめやすい。そこで，（ ）の中や乗除の結果を1つの数量として見，

1 つの総合式に表すことで数量関係の全体がはっきりととらえられる事が十分に感じられるような場を多

く設定していきたい。 

    問題場面を式に表したり，式から問題場面を想像する活動を積み重ね，式に表す力・式をよむ力を伸ばし，

式が活用できるようにしていきたい。 

 

  【留意点系統図】 
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（４） 児童の実態 （調査日 平成1９年11月15日，調査対象 10名，質問紙法） 

   本題材に関する既習・未習についての学習内容の理解は次の通りである。 

問題と問題のねらい 児童の実態 

１， □に数をあてはめる問題 

① ４×□＝３２ 

② □×６＝４２ 

③ ２×９＝９×□ 

④ ３×８＝３×７＋□ 

⑤ (３×４)×２＝３×(□×２) 

⑥ ３×５＝３×２＋３×□ 

正答数 誤答数 

① ８  １０名  

② ７  １０名  

③ ２  １０名  

④ ３   ９名 １ １名，   

⑤ ４   ７名 ２ １名，  ３ １名     ９ １名 

⑥ ３   ７名 ５ １名，  ６ １名，  ９ １名，   

２， 計算問題 

 ① ３８－１７ 

② ２５＋４９ 

③ １７×３ 

① 21   １０名  

② 74    ９名 ８４ １名 

③ 51   １０名  

④ 120   ８名 ２２ １名，  １４２ １名， 

2年 

・加法・乗法の交換法則 

・（ ）の意味と使い方 

テープ図 

線分図 

ことばの式 

3年【かけ算】 

・ ＝の意味理解 

・ 乗法の交換法

則・結合法則 

式に表す 

・ 総合式に表すことができない 

・ 問題場面をとらえて，数量の関係

を式に表すことができない。 

四則混合の計算順序 

・ 式を左から順に計算する。 

・ どこを先に計算していいか分から

ない 

・ （ ）の中をひとまとまり数とし

て見れない。 

・ ＝の意味を理解していない。 

6年【比例】 

比例の関係を式に表す 

5年【小数の計算】 

小数の分配法則 

計算の工夫 

式をよむ 

・ 式から問題場面を想像したり，思

考過程を考えたりできない。 

・  

 

 

4年【ともなってかわる量】 

・事象を式に表す 

事柄や関係を簡潔・明確に示し，

処理することができるという式

のよさを理解し，式を使った学習

全般にわたって，活用する。 



 誤答 

４

４個ずつ分けて考え， 

３

３３÷４＝８ ８個ずつ分ける 

 

④ １０×１２ 

⑤ １２×３ 

⑥ １３×１２ 

 ⑦ ６３÷９ 

 ⑧ ４８÷６ 

⑨ ６９÷３ 

⑩ ４５÷３ 

⑪ ６０÷２ 

⑫ ９０÷１０ 

⑤ 36    ９名 ４ １名，  

⑥ 156   ９名 ２５ １名， 

⑦  ７   １０名  

⑧ ８   １０名  

⑨ 23    ９名 ９…42 １名， 

⑩ 15    ９名 ９…18 １名， 

⑪ 30    ９名 ９…42 １名，  

⑫ ９   １０名  

３，線分図を見て，言葉を入れる 

 

①     ―     ＝     

 

②     － 代金 ＝ 

 

③     －       ＝ 代金 

①代金＋おつり＝出したお金 

           ９名 

出したお金＋代金＝おつり     １名 

 

②出したお金－代金＝おつり 

          １０名 

 

③出したお金－おつり＝代金 

           ９名 

おつり－出したお金＝代金     １名 

４，●の個数を工夫して求める 

 
３３こ    ９名                    

・（横分割）  ３×４＝１２  ３×７＝２１       

４名    １２＋２１＝３３ 

・（縦分割）  ６×４＝２４  ３×３＝９      

３名    ２４＋９＝３３ 

・（３ずつ分ける）２名  ３×１１＝３３ 

５，文章問題 

絵の具   ノート     色鉛筆 

580円   120円     12本 

380円 

（コンパス・220円） 

（１）1000 円持って買い物に出かけました。絵の具

とコンパスを１つずつ買いました。おつりはいくら

でしょうか。 

（２）1000 円持って買い物に出かけました。ノート

１さつと色鉛筆12本を買いました。おつりはいく

らでしょうか。 

（１）７名 

・580＋220＝800 1000－800＝200  …６名 

・1000－580―220＝200        …１名 

３名 

・580＋220＝600 

 1000－600＝400 

・580＋220＝200 

・580ー120＝460 

 

（２）７名 

・120＋380＝500 1000－500＝500  …６名 

・1000－120―380＝500        …１名 

 

３名 

・ 380＋12＝392    

1000―392＝718 

・ 120＋380＝500 

・ 120―380＝260 

  

以上の結果から，本学級の児童は次のような実態であるといえる。 

  式をよく見ないで計算する児童が数名いるが，正しく計算する力はある。乗法の交換法則は全員よく理

解しているが，結合法則については曖昧で実際に計算をしたり，数字を当てはめて考えた児童が目立った。

未習の分配法則についても，同じように計算したり，あてはめたりしながら答えを見つけ出していた。 

線分図を見てことばの式に表す問題では，ほぼ全員が理解しているが，問題を見た瞬間に顔をしかめ戸

惑いながら答えており，線分図を見てことばの式に表すことに苦手意識を感じているようである。 

●の個数を工夫して求める問題では，全ての児童が分割して考えていた。でこぼこした形を 2 つの四

角形と見て分割した児童がほとんどである。ドット図を感覚的に図形と見て考える児童が多い。1つの式

に表した児童はいなかった。普段から１つの式に表す児童は尐なく思考の順序を１つ１つ確認しながら問

題を解決している。 

文章問題では，先に使った代金を計算してから出したお金から引く考えをほぼ全員の児童がしていた。

代金の合計をひとまとまりとして見ていることが分かる。ことばの式を作れなかった児童はやはり問題場

面をうまくとらえることができなかった。そこで本題材では，具体的に場面とことばの式，線分図と結び

つけて関係をとらえさせ，しっかりおさえていきたい。 

  以上の実態から，本単元では，立式する時はことばの式でも言えるようにし，一つの数量を表すのに（ ）

を用いることや，（ ）の中を先に計算することを，具体的な場面と関連させて明確にとらえさせるよう

にしていきたい。また，示された式から，その式はどのような問題場面を表しているのかを考えて，問題

作りにも取り組ませたい。さらに，計算順序の決まりを使って，３や４を四つ使って，０から９が答えと

なるような計算式を工夫して作り出すことにも取り組ませ，計算順序のきまりの定着を図りたい。 



（５） 指導上の留意点 

 本学級の子どもたちは，加法・減法・乗法・除法の計算は得意であるが，文章問題が苦手である。問題

場面を想像し，図に表したり，立式したりすることに抵抗のある子どもが多く，個人差がある。また， 

１０名という尐人数のため多様な考えが出にくい。 

 そこで，子どもの日常の場面から問題を取り上げ，問題場面とことばの式を関連づけながら問題解決を

図っていきたい。また，1 つの方法に満足せずに多様な方法を考え，みんなで話し合い高める力を育てて

いきたい。 

① 「オリエンテーション」では，子どもたちに身近な買い物の場面を取り上げる。２つの演算が含まれ

ている場面を設定し，子どもたちに買い物の仕方を考えさせる。残りのお金を求める式を立てさせ，考

え方が似ているところや違うところを話し合う中で，考え方を表すための式のよさと総合式に表すこと

の意味を見比べさせるようにしたい。総合式にする際，単に数値を（ ）でくくることができればよい

のではなく，問題場面と結びつけて，ことばの式に表し，関係をつかませることを大切に扱いたい。問

題場面をつかんで立式でき，式から問題をつくることができるようにすることで，（ ）を用いた式が適

用できる場面をイメージできるようにしていきたい。また，買い物場面に限らず式からそれ以外の場面

を想定して，問題を作っていけるようにしたい。 

 

② 「式と計算」では，問題場面をことばの式で表すことを大切にし，かけ算やわり算で表された１５０

×２や３００÷２をひとまとまりの数と見ることができるようにしたい。子どもの中には，「なぜ，かけ

算やわり算はたし算やひき算よりも先にやるのか。」という疑問を持つ子どももいるので，かけ算やわり

算は，たし算やひき算よりも先にやると機械的に教え込むのではなく，（ ）のある式，（ ）のない式，

ひき算の式などを見て，どんな買い物をしているか話し合わせ関連づけることで（ ）がなくてもひと

まとまりと見て計算できるということに気づかせていきたい。 

  分配法則を取り扱う時は，●と○のアレイ図を見て問題を作ることから入り，●と○を合わせたり，

どちらが多いか尐ないかを考えたりすることで分配法則に気づかせるように したい。次にアレイ図と

関連づけて分配法則の意味を理解させたい。また，分配法則で考えられる模様を見て，式に表したり，

式から分け方を考えたりする活動も取り入れたい。 

  （ ）と四則混合式の計算では，計算の順序と過程，等号の意味をおさえながら，１段階ずつ式変形

の形で書くことができるように指導する。単に計算する順序ができているかいないかではなく，既習の

計算のきまりのどれを，どこに使っているかを確認させながら，計算を進め答えが求められるようにし

たい。また，子どもが自分なりの言葉で説明できるようにしたい。 

  問題づくりだけでなく，●の数の数え方を１つの式に表す活動を通して，友達がどんなふうに考えて

式を立てたのか，図と照らし合わせて考えたり説明したりしながら，式が友達の考えている思考過程を

表していることに気づかせたい。そうすることで，式をよむことの理解を深めていきたい。 

  まとめでは，数を多様に見ること，（ ）の使い方，計算のきまりを活用して「９９×９＝（１００－

１）×９＝１００×９―１×９」のように計算の法則にしたがって式を変形し，工夫した計算ができる

ように指導してしきたい。 

 

   ③ 「補充・深化・発展」では，四則混合式の計算に個人差が予想されるので，補充コースと発展コースを

設定する。発展コースでは，数字と演算を使って，いろいろな数を作る活動を通して，式について理解

を深めたい。補充コースでは，四則混合式の計算の仕方が定着するように丁寧に指導していきたい。 

 

３．目標 

  ○数量関係を１つの式に表すことに関心を持ち，進んで式に表したり計算したりしようとする。 

                                       （関心・意欲・態度） 

○具体的な場面から１つの式を作ったり，式から具体的な場面を考えたりすることができる。 

                                       （数学的な考え方） 

  ○数量の関係を式で簡潔に表したり，式を正しく計算したりすることができる。 

                                       （表現処理） 

  ○四則混合の式や（ ）を用いた式の意味を理解し，計算の順序が分かる 

                                       （知識・理解） 



４ 指導計画（全８時間） 

小
単
元 ねらい 

時
数 

指導 

形態 
主 な 学 習 活 動 

 

 

評価規準 

算数的活動と学習の形態 

 

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン 

① 

○ （ ）を使
って，数量の

関係を１つ
の式に表す
ことができ，

（ ）のある
式の計算の
しかたを理

解すること
ができる。 

 

 

１ 

 

一斉 １ 学習課題を受け止める。 

 

 

 

 

 

 

（１）買い物の条件を提示し，どんな買い物ができるか話し合う。 

 ・ ２つ買う。  ・ 同じ種類を２つ買ってもいい。 

 （２）自分だったら，どんな買い物をするかカードに１人１枚書き，黒板に掲
示し仲間分けする。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （３）学習の順番を決める。 

    Ａ→Ｂ 

（４） Ａの買い物の場面から１つの場面を選択して提示する。 

500円持って買い物に行きます。 

チョコとケーキを買ったら，おつりは，いくら残っているでしょう。 

① 自分で考える。 

② 発表し合い，気がついたことについて話し合う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ アとイがにている。どちらも式が２つある。 

・ アとオがにている。先におかしのねだんを足している。 

・ イとウがにている。どちらもひいていっている。 

・ アとオ，イとウはお金のはらい方がちがう。 

・ ウとエとオは式が一つだ。エとオはにているけど，計算するとエは答えが
５０にならないよ。 

２ 学習問題を設定する。 

 どうして１つの式に表せるのか考えよう。 

３ ウとエの式について話し合い，１つの式に表せることを線分図で確かめる。 

 （１）話し合う。 

 ・ ウは，買い物をしながら代金をひいていっている。 

 ・ エは先に代金をたしている。 

 ・ 結局は，どちらも代金をたしているんだね。 

（２）線分図で確かめる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 先に計算するんだ。 

・ （ ）が代金の合計になっている。 

 

○ 買い物の場
面から，いろ

いろな買い方
を考えようと
する。   

（関心・意欲・
態度） 

○ 500 円で２

つの品物を買
ったときのお
つりの求め方

を（ ）を使
って１つの式
に表し，（ ）

を先に計算す
ることが分か
る。 

（数学的な考え
方） 

 

 

【準備するも
の】 

・お菓子の絵 

・カード 

・線分図 

 

・買い物の場面を見

て，買い物の仕方を考
える。 

 

 

 

・買い物のしかたをカ

ードに書く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 500円持って買い物に行きます。すきなおかしを買いました。 

 

 

おつりは，いくら残っているでしょう。 

チョコ 

１５０円 

 

ポテチ 

１８０円 

ケーキ 

３００円 

グミ 

１３０円 

 

グミ 

１３０円 

 

ケーキ300円 
チョコ 

150円 

おつり 

50円 

出したお金 500円 出したお金 500円 

代金の合計 450円 
おつり 

50円 

 

①チョコとポテトチップス  ②チョコとケーキ    

③チョコとグミ       ④ポテトチップスとケーキ 

⑤ポテトチップスとグミ   ⑥ケーキとグミ 

Ａ（ちがうおかしを１つずつ買う） 

 

⑦チョコ２つ  ⑧ポテトチップス２つ  ⑨グミ２つ 

 

 

Ｂ（同じおかしを２つ買う） 

ア １５０＋３００＝４５０   ５００－４５０＝５０ 

イ ５００－１５０＝３５０   ３５０－３００＝５０ 

ウ ５００－１５０－３００＝５０ 

エ ５００－１５０＋３００＝５０ 

オ ５００－（１５０＋３００）＝５００－４５０ 

               ＝５０ 

 

今後の学習 以前の学習 

２年「計算のじゅんじょ」 

（ ）を使った計算の仕方 



     

ひとまとまりに見て先に計算したら，一つの数としてみられる。 

４ （ ）の使い方や計算のしかたを知る。 

 （１）（ ）の使い方について話し合う。 

ひとまとまりと見て先に計算するしるしとして，（ ）を使う。 

（２） 計算のしかたについて知る。 

・  ５００ －（１５０＋３００）＝５００－４５０ 

                  ＝５０ 

５ Ａの他の買い物の場面から，各自１つ選んで考える。 

（１）（ ）を使って１つの式に表す。 

 例 ①チョコとポテトチップス 

５００－(１５０＋１８０)＝５００－３３０ 

               ＝１７０ 

６ ５００－(１８０＋１３０) と ５００－(３００＋１３０)の式を見て，ど
んな買い物をしたか考える。 

・ １８０円のポテトチップスと１３０円のグミを買った。 

 ・ ５００円から，３００円の物と１３０円の物をたしてからひいている。 ⑥
の買い物だ。 

７ ５００－(１５０－３０)の式を見て，どんな買い物の場面か話し合う。 

・ チョコが３０円安くなっている。 ・ 安売りの場面だ。 

８ 練習問題をする。（ポストテスト） 

 

 

 

 

 

９ 学習のまとめをし，自己評価をする。  

・ （ ）は代金の合計を表している。 

・ （ ）は，１つの数を表している。 

・ （ ）は，ひとまとまりと見て，先に計算する。 

・ ＝をそろえて，計算することが分かった。 
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

・式から，買い物の場
面を考える。 

式
と
計
算 

⑤ 

○ 乗法・除法
で表された

式は，一つの
数量を表し
ていること

を理解する
ことができ
る。 

教科書Ｐ59 

２ 一斉 １ 学習問題を確認する。 

・ ５００円持って買い物に行きます。１５０円のチョコを２こ買い
ました。おつりはいくらでしょう。 

 １つの式にして，おつりをもとめよう。 

２ 各自考える。 

３ 発表し合い，話し合う。 

 ・ ５００－（１５０＋１５０） 

 ・ ５００－(１５０×２)＝５００－３００ 

             ＝２００ 

 ・ ５００－１５０×２＝５００－３００ 

            ＝２００ 

 ・ 先にかけ算を計算してから，５００からひく。 

 ・ かけ算を先に計算するから（ ）は必要ない。 

 ・ことばの式で表すと 

（出したお金）－（チョコ２こ分の代金の合計）＝（おつり） 

 ・ 線分図に表すと， 

 

 

 

 

 

 

・ 代金の合計は，ひとまとまりと見る。 

４ （ ）がなくてもかけ算はひとまとまりとみて先に計算することを知る。 

 ・ ５００－１５０×２＝５００－３００ 

            ＝２００ 

５ 【５００－１５０×２＝３５０×２】を見て，どこがまちがっているか話し
合う。 

・ 答えがちがってくる。 

・ チョコを２この代金をまとめて計算したことにならないから式の意味が
ちがってくる。 

・ やっぱり，かけ算はまとめて計算するんだ。 

６ 次の場合の式を考える。 

 （１）ポテトチップスを２こ買った場合 

 ・ ５００－１８０×２＝５００－３６０ 

            ＝４０ 

○四則混合の式
では，乗除を

先に計算する
ことが分か
る。(知識・理

解) 

 

① 400円持って買い物に行きました。50円のえんぴつと300円の

ペンセットを買ったらおつりはいくらでしょう。 

②600－(150－110)を見て，問題を作りましょう。 

チョコ２こ分 150円×２ おつり 

200円 

出したお金 500円 

２年 「かけ算」 

１５０円が２つ分 

かけ算の意味・式に表す 



     （２）グミを２こ買った場合 

 ・ ５００－１３０×２＝５００－２６０ 

            ＝２４０ 

７ 半額セールの買い物の場面を考える。 

 感しゃセールで子どもの場合，ケーキが半額でした。 

子ども１人分ケーキを買いました。５００円持っていたときの，おつりを

もとめましょう。 

 （１） １つの式に表して考える。 

 ・ ５００－（３００÷２）＝５００－１５０ 

              ＝３５０ 

（２）話し合う。 

・ ことばの式で表すと 

（出したお金）－（子ども一人分のケーキ代）＝（おつり） 

・ 先に子ども一人分のケーキ代を計算する。 

・ かけ算もひとまとまりとみて，（ ）をつけなくても先に計算できたから，

わり算も（ ）はいらない。 

・ ５００－３００÷２＝５００－１５０ 

           ＝３５０ 

８ 学習のまとめをする。 

 ・ ３００÷２や１５０×２も１つの数を表している。 

・ たし算，ひき算，かけ算，わり算のまじった式では，かけ算や
わり算は，（ ）がなくても，ひとまとまりとみて先に計算する。 

９ 練習問題をする。（ポストテスト） 

 

 

 

10 自己評価をし，感想を発表し合う。 

 

 

 

 

 

○四則混合式
を計算する

ことができ
る。 

教科書P５９ 

３ 一斉 １ 学習課題を受け止める。 

(チョコ150円)（ポテチ180円）（ケーキ300円）（グミ130円） 

チョコ２つとポテトチップス１ふくろ買います。 

代金の合計はいくらでしょう。 

 （１）今までの問題とどこがちがうか話し合う。 

 ・ おつりをもとめる問題ではない。 

 ・ 買ったものの合計をもとめる問題だ。 

 ・ チョコを２つ買うから先にチョコ２こ分の代金を出せばいい。 

２ 学習問題を設定する。 

 代金の合計を，１つの式にしてもとめよう。 

 （１）各自考える。 

 （２）発表し，話し合う。 

 ・ １５０×２＋１８０＝３００＋１８０ 

            ＝４８０ 

・ ２つ分の代金は，ひとまとまりと見るから（ ）はいらない。 

（３）チョコ１つとポテトチップス２ふくろ分の代金の合計をもとめてみる。 
 ・ １５０＋１８０×２ 

３ 半額セールの買い物の場面を考える。 

（チョコ150円）（ポテチ180円）（ケーキ300円） 

毎週火曜日は子どもだけ，ケーキが半がくになる日です。 

おとな２人分と子ども１人分買いました。代金の合計をもとめまし

ょう。 

（１）話し合う。 

・ おとなは３００×２ 

・ 子どもは３００÷２ 

・ おとなの分と子どもの分を先に計算してからたせばいい。 

・ ３００×２＋３００÷２＝６００＋１５０ 

             ＝７５０ 

４ 1200×２＋1200÷２の式を見て問題を作る。 

（例） 遊園地の入園料は，おとなは1200円で，子どもはおとなの半がくで

す。おとな２人と子ども１人の入園料の合計をもとめましょう。 

 ５ 練習問題をする。（ポストテスト） 

①１２＋２４÷４ ②７５－１０×６③ ８×５＋２０÷５ 

 ６ 学習のまとめをし，自己評価をする。 

・ かけ算，わり算を先に計算してから，足し算をする。 

・ 式は左から計算する。 
 

○ 四則混合式
の練習問題が

できる。 

（表現・処理） 

・買い物の場面を見
て，買い物の仕方を考

える。 

① 900－100×２ ② 400－60÷３ ③ ６＋１５÷５ 

３年「わり算」 

半額・・・半分 

等分除の考え方で式に表す 



 ○ 具体的な
場面で，結合
法則や分配

法則が成り
立つことに
気づくこと

ができる。 

 

教科書P60 

４ 一斉 １ 学習課題を受け止める。  

 

 

 

 

 

・ ●と○を合わせたら全部でいくつ？ 

・ ●と○，どちらが多い？ 

 一つの式でもとめてみよう。 

２ 学習問題を設定する。 

 

 

 

 

３ ●と○の数を合わせた場合の式を考え，話し合う。 

 ・ ４×４＋４×３＝１６＋１２ 

          ＝２８ 

 ・ 先に横の数をたしてもいい。横の数は４＋３ 

・ ４×（４＋３）＝４×７ 

          ＝28 

 ・ べつべつに計算しても，先に横の数をたしてから計算しても答えは同じだ。 
４ ●と○ではどちらが多いか，話し合い，式に表す。 

・ ４×４－４×３＝１６－１２ 

         ＝４ 

・ 先にたてのれつ数の差を出すと，計算がはやい。 

・ ４×（４－３）＝４×１ 

           ＝４ 

 ・ べつべつに計算してからひいても，先にたてのれつ数の差を出してからひ

いても，答えは同じだ。 

５ 結合法則と分配法則のきまりをまとめる。 

 

 

 

 

 

６ 今までの，買い物の場面で，今日学習したきまりを使って，問題を作ってみ
る。 

・ チョコを２ことポテトチップスを２こ買いました。いくらはらえばいい
でしょう。 （１５０＋１８０）×２ 

               １５０×２＋１８０×２ 

・ ケーキを３０円安くしてくれるというので，６こ買いまし 

た。代金はいくらになるでしょう。（３００－３０）×６ 

                  ３００×６－３０×６ 

７ 練習問題をする。 Ｐ６０旗印 

８ ポストテストをする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９ 自己評価をし，感想を発表し合う。 

○２通りの式の
意味を考える
ことができ，

結合法則のよ
さに気づくこ
とができる。

(数学的な考
え方) 

【準備するも

の】 

・●，○がなら
んだ図 

・練習問題 

 

○ （ ）と四
則の混合式

の計算順序
を理解し，こ
れを使って

計算するこ
とができる。 

教科書P61 

5 均 等
型 尐

人数 

１ 学習課題を受け止める。 

 

 

（１）各自考える。 

（２）それぞれの考えを発表し合い，計算の仕方をまとめる。 

・ （ ）から先に計算するのかな。 

・ その次にわり算かな。 

・ たし算は，最後に計算すると思う。 

 （３）等号を使って順序よく式に表す。 

   １２＋１５÷（５－２）＝１２＋１５÷３ 

                    ① 

              ＝１２＋５ 

                 ② 

              ＝１７ 

                ③ 

○ （ ）と四
則混合の式の

計算順序が分
かり，正しい
順序で計算す

ることができ
る。 

（表現・処理） 

・計算の順序に気をつ
けて，計算する。 

  

 

         図を見て問題を作りましょう。 

・１つの式にして考えましょう。 

①        

 

② １ぴき２００円の魚を１ぴきにつき２０円安くしてくれるというので，６ぴき買

いました。代金はいくらになるでしょう。 

べつべつに計算しても，いっしょに計算しても，その答えは変わらない。  

（■＋▲）×●＝■×●＋▲×● 

（■－▲）×●＝■×●－▲×● 

 １２＋１５÷（５－２） 

５年「小数のかけざん」 

小数の分配法則 

工夫して計算する。 

５年「小数のかけざん」 

小数の計算 

工夫して計算する。 



●         ● 

● ●     ● ● 

● ● ● ● ● ● 

● ● ● ● ● ● 

● ●     ● ● 

●         ● 

 

    ２ 学習問題を設定する。 

 計算の順序に気をつけて，計算しよう。 

３ 練習する。ｐ６１ 

 （１）①１２÷２×３ ②１２÷（２×３） 

 （２）③（５＋４）×（６－２） ④５＋４×（６－２） 

 （３）⑤９０－５０÷（４＋６） ⑥（９０－５０）÷４＋６ 

４ 練習問題をする。 

５ 学習のまとめをし，感想を記入する。 

・ ふつう左から順に計算する。 

・ （ ）のある式では，（ ）を先に計算する。 

・ ＋，－，×，÷のまじった式では，かけ算やわり算を先に
計算する。 

 

  

○ 個数の求

め方をいろ
いろ考えて
式に表すこ

とや，逆に，
式から求め
方を説明す

ることがで
きる。 

６ 
 

（ 

本 

時 

） 

 一斉 １． 学習課題を受け止める。 

  

 

 

（１）指示された図を見て何個あるか考える。 

（２）何に気をつければ，すぐ数がわかるか考え式を立てる。 

   ６×２＋４×２           ５×４ 

（６＋４）×２             

（３）式を見て分け方を考える。 

  ６×６－（６×２）   ２×１２ 

２． 学習問題を設定する。 

 

 

（１） 式を見て，分け方を考えるクイズ大会をすることを知る。 

（２） 学習の進め方を話し合う。 

３． 次の図の●の数の求め方を考える。 

（１）自力解決し，自分の考えをまとめる。 

・ １つ分の数×いくつ分の考え方 

・ 「１つ分の数×いくつ分」の組み合わせ 

・ 移動して考える 

・ 全体から余分を引いて考える。 

（２）クイズ形式で友達の立てた式から分け方を話し合う。 

・ どんな分け方をしたのか。 

・ 同じ式でも違う分け方があるか。 

・ 友達の分け方から違う式ができないか。 

４． 学習のまとめをし，自己評価をする。 

 

 

 

 

 

５．練習問題をする。 

 

 

 

 

 

６．次時の学習内容を知る。 

○ 友だちの作

った式を見
て、どんな分
け方をしてい

るか考えた
り，説明した
りすることが

できる。 

（数学的な考え
方） 

【準備するも
の】 

・模様の図 

・プリント 

・ドット図の数をもと

める方法を考える。 

 

 

 

 

 

 

・図を見て，式を考え
る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・友達の分け方から他
の式を考える。 

 

 

 

 

式を見て，友だちがどんな風に分けたかを考えよう。 

・ 分け方は同じでも，いろいろな式に表すことができた。 

・ １つの式から，いろいろな分け方ができた。 

・ いろいろな方法で求められる。 

・ （ ）の中やかけ算を１つのまとまりとしてみることができる。 

●の数はいくつあるでしょうか 

●   ●   ● 

● ● ● ● ● ● 

● ● ● ● ● ● 

● ● ● ● ● ● 

 

 

 

次の式になるように●を分けましょう。 

(4+3)×3 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ま
と
め
① 

○ 既習事項
の理解を深
める。 

教科書Ｐ62，
63 

７ コ ｜
ス
別

指
導 

１ コース別の問題に取り組み，各自答え合わせをする。 

  （教科書Ｐ６２練習，Ｐ６３力だめしから精選した問題を中心に。） 

・ 各自取り組み，答え合わせをする。 

・ 間違えた問題は先生と相談する。 

２ 補充用の問題をする。 

３ 学習のまとめをし，自己評価をする。 

○ それぞれの
コース別の問
題ができる。 

（知識・理解） 

（表現・処理） 

【準備するも

の】 

・コース別練習問
題 

 

 

補
充
・
深
化
・
発
展
学
習 

① 

○ 数字と演
算を使って，
いろいろな

数を作る活
動を通して，
式について

の理解を深
めることが
できる。 

８ 課 題
選
択

学
習 

【３を４こ使って式作りコース】 

１ 学習課題を受け止める。 

 

 

 

 

（１）話し合いながら，１を作ってみる。 

・ ３÷３＋３－３＝１   ・ ３÷３×３÷３＝１ 

・ ３－３＋３÷３＝１   ・ （３＋３）÷（３＋３）＝１ 

 （２）各自，２を作って話し合う。 

 ・ ３÷３＋３÷３＝２    

２ 学習問題を設定する。 

 答えが３から１０になる式を作ってみよう。 

 

３ 各自考える。 

４ 発表し合う。 

（１）３から５までの式を発表し合う。 

・ （３＋３＋３）÷３＝３ 

・ （３×３＋３）÷３＝４ 

・ （３＋３）÷３＋３＝５ 

５ 数作りのこつを考え，発表する。 

・ ０を作ると，べんりだ。→（３－３） 

・ １を作ると，べんり。 →（３÷３） 

・ （ ）を上手に使うのがこつ。 

６ ６から１０を，もう一度考える。 

・ ３＋３＋３－３＝６ 

・ ３＋３＋３÷３＝７ 

・ ３×３－３÷３＝８ 

・ ３×３＋３－３＝９ 

・ ３×３＋３÷３＝１０ 

７ ほかの数字でもできるのか，たしかめる。 

・ ４で作ってみる。 

８ ３が５こでもできるか，たしかめてみる。 

９ 学習のまとめをし，自己評価をする。 

・ ＋，－，×，÷，（ ）と，３が４こで，１から 10 まで作

ることができた。 

・ ４でも，できそうだ。 

・ ５でも，できそう。 

10 いろいろな問題を紹介する。 

・ １０，１０，４，４で２４を作る。 

○ 計算の順序
のきまりを使
って，数作り

をすることが
できる。（表
現・処理） 

 

○ 既習事項
の定着を図
る。 

  【もっと練習しようコース】 

１ 次の問題を練習する。 

・ 四則混合式の計算。 

・ 式を見て，問題を作る。 

・ きまりを使った計算の工夫。 

２ 補充のプリントを練習する。 

３ 学習のまとめをし，自己評価する。 

○ 練習問題が
できる。 

（表現・処理） 

 

 ３を４こと，＋，－，×，÷，（ ）を使って，１を作りましょ

う。    ３□３□３□３＝１  



５．本時（６／８） 

（１） 目 標 

  ○ ●の個数の求め方を工夫して１つの式に表し，その式から友達はどんな分け方や考え方をしているか説明

することができる。 

（２） 本時の基礎・基本 

〈 前時まで 〉                  〈 本 時 〉     〈 まとめ 〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）本時の評価規準 

 友だちの作った式を見て，どんな分け方をしているか考えたり，説明したりすることができる。     

                                                （数学的な考え方） 

Ａ（十分達成している） Ｂ（概ね達成している） 

式を見て，友だちの分け方を予想して説明したり，（ ） 

や乗法を使った式のよさに気づいたりすることができる。 

友だちの作った式を見て，どんな分け方をしているか気 

づくことができる。 

 

（４）指導に当たって 

  本時は，提示された●の模様を見て，●の個数の求め方を工夫して考えさせ，それを式に表したり，表した式

を見てどんな数え方をしているか考えたりすることができることをねらいとしている。 

  「つかむ・見通す」活動では，十字型に並んだ●の図を数秒間見せ，いくつあるか予想させる。それを２．３

回繰り返すことで，どんな数え方をしたらよいか問題意識を持たせる。いろいろな分け方を引き出し，それを

１つの式に表させたい。そして１つの式を見て，どんな分け方をしているか気づかせるようにしたい。そこで，

別の模様を提示し，今度は友だちの立てた式を見て，どんな分け方をしているか考えるクイズ大会をすること

を知らせる。 

  「調べる」活動では，図がプリントしてある紙を数枚配布し，●をまとまりで囲んだり，移動させたりして自

分なりの分け方を考えさせ，それを１つの式に表させる。その際に机間巡視しながら評価をしたり，子どもの

考えが広がるように助言したりする。式に表すときには，前時までに学習した計算のきまりを思い出させなが

ら，図と関連づけて言葉で説明できるように自分の考えをまとめさせたい。 

   「練り上げる・深める」活動では，友だちの立てた式から分け方を考えさせる。子ども同士で楽しみながら

式を見て分け方を考えたり，分け方から式を考えたりできるようにクイズ形式で発表させる。図を使いながら

自分なりの言葉で筋道を立てて考えたり，友だちに分かるように説明させたりしていきたい。その際，１つの

式でも異なった分け方ができる式を取り上げ，式からいろいろな場面を見ること，（ ）の中や乗法部分を１

つの数量として見ることに気づかせていきたい。アレイ図で分けた●のまとまりの並びと（ ）の中や乗法部

分の式を照らし合わせて考えると，思考過程がわかりやすい事や1つの数量として見ることができる事をみん

なで考え，練習して定着を図りたい。そして式をよむことの理解を深めたい。 

  「まとめる」活動では，式のまとまりを見つければどんな分け方をしているのかが分かるということ，式が思

考過程を表していることを感じ取らせまとめていきたい。最後に，今日発見したことをふり返りながら感想を

記入させ，次時の学習への意欲を持たせたい。さらに，学習の余韻を残すために他の模様を紹介し，家庭学習

への意欲を持たせたい。 

 

 

・ （ ）を使って数量の関係を１つの式に表すことができ，（ ）の

ある式の計算の仕方を理解することができる。 

・ 乗法・除法で表された式は，１つの数量を表していることを理解

することができる。 

・ 四則の混合した式の計算の仕方を理解することができる。 

・ 具体的な場面で，結合法則や分配法則が成り立つことを理解する

ことができる。 

・ （ ）と四則の混合式の計算順序を理解することができる。 

・式を見て，どんな

分け方をしているか

考え，説明すること

ができる。 

・ 6×4 

・ 3×4＋6×2 

・ (6+4+2）×2 

       など 

・既習事項の定着

を図る。 

・ 25×98 

・ 25×24 

・ 105×6 

・ 99×9 

       など 

 



●         ● 

● ●     ● ● 

● ● ● ● ● ● 

● ● ● ● ● ● 

● ●     ● ● 

●         ● 

 

（５） 実 際  

過 

程 
 主 な 学 習 活 動 時間 指導上の留意点  ※評価 

 

 

 

 

 

 

 

 

つ 

か 

む 

・ 

見 

通 

す 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調 

べ 

る 

 

 

 

 

 

 

 

練 

り 

上 

１．学習課題を受け止める。 

 

 

 

 

 

（１） 指示された図を見て何個あるか考える。 

  ・２０こだ。  ・数えなくてもできる。 

（２） 何に気をつけたら，すぐに数がわかるか 

考える。 

  ・まとまりで考えたらいいよ。 

  ・４のまとまりが５個できるから４×５ 

（３） もっと他の分け方はないか話し合う。 

            

 

 

 

   １０×２                 ５×４ 

（４＋６）×２           

 

（４）式を見て分け方を考える。 

   ４×２＋６×２  

    ２×１０ 

 

２．学習問題を設定する。 

 

 

（３） 式を見て，分け方を考えるクイズ大会をするこ 

とを知る。 

（４） 学習の進め方を話し合

う。 

  ・1つの式に表す 

 

３．次の図の●の数の求め方を考   

える。 

（１）自力解決し，自分の考えをまとめる。 

・ １つ分の数×いくつ分の考え方 

・ 「１つ分の数×いくつ分」の組み合わせ 

・ 移動して考える 

・ 全体から余分を引いて考える。 

 

（２）クイズ形式で友達の立てた式から分け方を話し 

合う。 

・ どんな分け方をしたのか。 

・ 同じ式でも違う分け方があるか。 

・ 友達の分け方から違う式ができないか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・数えやすい方法を気づかせるために， 

図を数秒間提示する。何回か繰り返す 

ことで，まとまりに目を向けさせるよ 

うにしたい。 

 

 

・いろいろな分け方があることに気づ 

かせる。 

 

・同じ分け方でも違う式に表すことが 

できることに気づかせたい。 

 

・図と式を関連づけて根拠のある発表 

をさせるために，友達同士の関わり 

を持たせながら発表の仕方を工夫 

する。 

 

※式を見て，まとまりを意識しながら図 

を分けることができたか。 

 

 

・１つの式を見て，分け方を考えるこ 

とによって，式から分け方が見つけ 

られることに気づかせ，学習問題を 

設定していきたい。 

 

 

 

・机間巡視をしながら，式に表せない 

子どもに助言したり，１つの分け方 

だけでなく他の分け方を考えさせ 

たりする。 

 

※自分なりの考え，分け方を1つの式に 

表すことができたか。 

 

・最初に，多様な考えが出やすく，子 

どもたちが関わりやすい□×△の 

考えを取り上げる。同じ式でもいろ 

いろな分け方があることに気づかせ， 

式から分け方を見つけていく喜び 

を感じ取らせたい。また，「１つ分 

の数×いくつ分」のかけ算の意味を 

 

 

 

友だちの式を見て，分け方や考えを見つけよう。 

●の数はいくつあるでしょうか 

  

 



げ 

る 

・ 

深 

め 

る 

 

 

 

 

 

 

ま 

と 

め 

る 

 

 

 

 

 

 

12×2   (6+4+2)×2      6×2+4×2+2×2 

・ （１＋２＋３）×４    

・ （１＋２）×４＋６×２ 

 

５． 学習のまとめをし，自己評価をする。 

 

 

 

 

 

５．練習問題をする。 

 

 

 

 

 

 

６．次時の学習内容を知る。 

 

 

１８ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０ 

しっかりとらえさせたい。 

※友達の式から分け方を考えることが 

できたか。 

・友達の分け方を見ながら話し合う中で，

（ ）の中や乗法を１つのまとまりと見 

ること，またそのまとまりを使った総 

合式のよさにも気づかせていきたい。 

・図で分けた●の並び方と（ ）の中や 

乗法部分の式と照らし合わせて考えさ 

せる。 

・（ ）を使った式から分け方をみんなで 

考え定着を図りたい。 

※（ ）の中や乗法部分を１つの数量と 

してみることができたか。 

 

 

 

 

※（ ）の中を１つのまとまりとして 

考え，分けることができたか評価 

する。 

 

・ 家庭学習への意欲を持たせる 

ために，他の模様を紹介する。 

 

 

 

 

予想される子どもの考え 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 式の中のまとまりに目をつけて考えると分かり

やすい。 

・ （ ）を使うと，自分の考えを相手に分かりや

すく伝えられる。 

４×５     ５×４            ２×１０   １０×２     ６×４－４  １２×２－４ 

６×２＋４×２                              

（６＋４）×２            ３×６＋２    ２×２＋４×４    ８＋４×３   ２×３＋３×２＋４×２ 

 

「１つ分の数×いくつ分数」のいくつかの分け方を組み合わせたもの 

      

「１つ分の数×いくつ分の数」の分け方 

       

４×５     ５×４               ２×１０    １０×２    ６×４－４    １２×２－４ 

●         ● 

● ●     ● ● 

● ● ● ● ● ● 

● ● ● ● ● ● 

● ●     ● ● 

●         ● 

 

●   ●   ● 

● ● ● ● ● ● 

● ● ● ● ● ● 

● ● ● ● ● ● 

 

 

 

次の式になるように●を分けま 

しょう。 

(4+3)×3 

●         ● 

● ●     ● ● 

● ● ● ● ● ● 

● ● ● ● ● ● 

● ●     ● ● 

●         ● 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２×１０                    ３×６＋２             

 

 

 

 

 

（６－１）×４ 

移動して考えたもの 

    

  

 

全体から余分を 

ひいて考えたもの 

６×６―４×４ 

 

 

 

 

 

 

 

12×2       2×12      6×4                       3×8               4×6     

 ●         ● 

● ●     ● ● 

● ● ● ● ● ● 

● ● ● ● ● ● 

● ●     ● ● 

●         ● 

 

 ●         ● 

● ●     ● ● 

● ● ● ● ● ● 

● ● ● ● ● ● 

● ●     ● ● 

●         ● 

 

 ●         ● 

● ●     ● ● 

● ● ● ● ● ● 

● ● ● ● ● ● 

● ●     ● ● 

●         ● 

 

 ●         ● 

● ●     ● ● 

● ● ● ● ● ● 

● ● ● ● ● ● 

● ●     ● ● 

●         ● 

 

 ●         ● 

● ●     ● ● 

● ● ● ● ● ● 

● ● ● ● ● ● 

● ●     ● ● 

●         ● 

 

 ●         ● 

● ●     ● ● 

● ● ● ● ● ● 

● ● ● ● ● ● 

● ●     ● ● 

●         ● 

 

 ●         ● 

● ●     ● ● 

● ● ● ● ● ● 

● ● ● ● ● ● 

● ●     ● ● 

●         ● 

 
 

「１つ分の数×いくつ分の数」の分け方 

6×2+4×2+2×2  2×6+2×6          5×4+1×4             3×4+6×2              4×4+2×4 

(6+4+2)×2                             (5+1)×4                                                     (4+2)×4 

 ●         ● 

● ●     ● ● 

● ● ● ● ● ● 

● ● ● ● ● ● 

● ●     ● ● 

●         ● 

 
  

 ●         ● 

● ●     ● ● 

● ● ● ● ● ● 

● ● ● ● ● ● 

● ●     ● ● 

●         ● 

 
  

 ●         ● 

● ●     ● ● 

● ● ● ● ● ● 

● ● ● ● ● ● 

● ●     ● ● 

●         ● 

 
             

 ●         ● 

● ●     ● ● 

● ● ● ● ● ● 

● ● ● ● ● ● 

● ●     ● ● 

●         ● 

 
                 

 ●         ● 

● ●     ● ● 

● ● ● ● ● ● 

● ● ● ● ● ● 

● ●     ● ● 

●         ● 

 
                

「１つ分の数×いくつ分の数」の分け方を組み合わせたもの 

4×6              6×4 

(6-2)×6           6×(6-2)    

 ●         ● 

● ●     ● ● 

● ● ● ● ● ● 

● ● ● ● ● ● 

● ●     ● ● 

●         ● 

 
        

 ●         ● 

● ●     ● ● 

● ● ● ● ● ● 

● ● ● ● ● ● 

● ●     ● ● 

●         ● 

 
 

移動して考えたもの 

6×6-6×2                6×6-2×6 

               

 ●         ● 

● ●     ● ● 

● ● ● ● ● ● 

● ● ● ● ● ● 

● ●     ● ● 

●         ● 

 
         

 ●         ● 

● ●     ● ● 

● ● ● ● ● ● 

● ● ● ● ● ● 

● ●     ● ● 

●         ● 

 
 

全体から余分を引いて考えたもの 



評価規準一覧表 

時 評価規準 Ａ（十分達成している） Ｂ（概ね達成している） 

１ 

○ 買い物の場面から，いろいろな買い方を考え

ようとする。  （関心・意欲・態度） 

○ 500 円で２つの品物を買ったときのおつりの

求め方を（ ）を使って１つの式に表し，（ ）

を先に計算することが分かる。 

（数学的な考え方） 

○ 買い物の場面から３つ以上の買い方を考え

ることができる。 

○ 買い物の場面を（ ）を使って１つの式に

表し，（ ）を先に計算するわけに気づくこと

ができる。 

○ 買い物の場面から１つか２つ買い物

の仕方を考えることができる。 

○ 買い物の場面を（ ）を使って１つの

式に表し，（ ）を先に計算することが

分かる。 

２ 
○ 四則混合の式では，乗除を先に計算すること

が分かる。       （知識・理解） 

○ 四則混合式では，乗除を先に計算するわけ

を説明することができる。 

○ 四則混合式では，乗除部分を先に計算

することが分かる。 

３ 
○ 四則混合式の練習問題ができる。 

（表現・処理） 

○ 四則混合式の練習問題がほとんどできる。 ○ 四則混合式の練習問題が８割程度で

きる。 

４ 

○ ２通りの式の意味を考えることができ，結合

法則のよさに気づくことができる。 

（数学的な考え方） 

○ ４×４＋４×３＝４×(４＋３)にまとめる

よさに気づくことができる。 

○ ４×４＋４×３と４×(４＋３）が同

じ場面であることが分かる。 

５ 

○ （ ）と四則混合の式の計算順序が分かり，

正しい順序で計算することができる。 

（表現・処理） 

○ （ ）と四則の混合式の，計算の問題を順

序に気をつけてほとんとできる。 

○ （ ）と四則の混合式の計算の問題を

８割程度できる。 

６ 

○ 友だちの作った式を見て，どんな分け方をし

ているか考えたり，説明したりすることができ

る。 

（数学的な考え方） 

○ 式を見て友だちの分け方を予想して説明し

たり，（ ）や乗法を使った式のよさに気づい

たりすることができる。 

○ 友だちの作った式を見てどんな分け

方をしているか気づくことができる。 

７ 
○ それぞれのコース別の練習問題ができる。     

（知識・理解，表現・処理） 

○ 既習事項の問題がほとんどできる。 ○ 既習事項の問題が８割程度できる。 

８ 

○ 計算の順序のきまりを使って，数作りをする

ことができる。    （表現・処理） 

○ 計算の順序のきまりを使って，答えが３か

ら１０までになる式を
3

2 以上作ることがで

きる。 

○ 計算の順序のきまりを使って，答えが

３から１０になる式を半分ぐらい作る

ことができる。 

○ 練習問題ができる。 

（表現・処理） 

○ 練習問題がほとんどできる。 ○ 練習問題が８割程度できる。 

 

 


